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要
　
旨

　
近
世
末
期
、
種
々
な
る
形
態
を
以
っ
て
様
々
な
所
謂
教
訓
書
が
世
に
出
た
。
こ
の
こ
と
事
態
風
俗
文
化
的
現
象
で
あ
る
と
思
量
さ

れ
得
、
延
い
て
は
日
本
人
の
生
き
様
や
道
徳
心
を
涵
養
す
る
礎
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
拙
著
『
和
解
本
善
書
の
資
料
と
研
究
』
（
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
46
、
平
成
十
九
年
）
で
は
冊
子
の
形
態
と
な
っ
て
い
る
も
の
及

び
和
解
本
善
書
中
の
柱
た
る
語
「
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
」
（
七
仏
通
戒
偈
）
に
つ
い
て
流
布
の
状
の
把
握
を
試
み
た
。
し
か
し
、
そ

の
折
に
故
意
に
避
け
た
の
は
、
一
個
人
も
し
く
は
一
軒
の
家
に
於
け
る
所
謂
善
書
の
受
容
の
問
題
で
あ
っ
た
。

女
子
大
國
お

　
第
百
五
十
五
号
　
平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日
　

﹇
資
料
紹
介
﹈

　
一
紙
書
き
教
訓
四
題 

│
一
地
方
の
一
家
の
支
え

│八
　

木
　

意

知

男
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
地
方
に
於
け
る
一
商
家
の
事
例
│
冊
子
類
で
は
な
く
一
枚
物
善
書
（
全
て
個
人
蔵
）
│
を
紹
介
し
、
以
っ

て
上
の
問
題
を
考
え
る
端
を
開
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
⑴
『
東
照
神
君
御
遺
教
』
・
⑵
『
文
昌
帝
君

陰
騭
文
』
・
⑶
四
字
額
『
福
生
積
善
』
・
⑷
岩
雲
花
香
詠
「
む
ら
き
も
の
」
歌
、
の
四
点
で
あ
る
。
⑴
の
家
康
公
遺
訓
は
「
人
生
と
は
」

で
あ
り
、
⑵
は
「
善
と
は
何
か
」
、
⑶
及
び
⑷
は
「
積
善
の
結
果
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
一
個
人
の
身
辺
に
こ
れ
等
が
置
か
れ

て
い
た
点
に
意
味
を
見
る
。
冊
子
の
類
や
『
三
社
託
宣
』等
は
除
外
し
た
。
『
三
社
託
宣
』
の
多
く
は
床
間
に
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
多
く
、

稍
々
趣
き
を
異
に
す
る
故
の
こ
と
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
資
料
紹
介
　
　
和
解
本
善
書
　
　
一
枚
物

　
積
善
　
　
地
方
商
家



88

　
　
は
じ
め
に

　
所
謂
心
学
・
教
訓
書
の
類
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
程
の
種
類
が
作
ら
れ
、
広
く
一
般
に
流
布
し
た
。
就
中
、
江
戸
時
代
末
期
に
は

各
家
庭
に
於
い
て
も
こ
れ
等
の
類
が
存
在
し
た
痕
跡
を
と
ど
め
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
現
象
化
し
て
い
た
と
言
い
得
る
。
広
く
一
般
化
し

て
い
た
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
風
俗
文
化
の
一
端
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
一
家
庭
に
如
何
な
る
心
学
・
教
訓
書

の
類
が
存
在
し
た
の
か
、
は
漠
と
し
、
不
明
の
ま
ま
に
措
か
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
考
え
る
為
に
必
要
な
一
例
を
資

料
と
し
て
開
示
す
る
。

　
本
稿
で
開
示
す
る
資
料
は
、
愛
知
県
常
滑
市
（
旧
、
知
多
郡
）
に
て
廻
船
業
を
営
ん
だ
某
家
主
が
、
日
々
の
生
活
に
於
け
る
心
掛
の
指

針
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
三
社
託
宣
』
や
『
太
上
感
応
経
』
関
係
書
そ
し
て
「
神
国
の
人
に
生
れ
常
に
信
心
頼
む
事
」
に
は
じ

ま
る
黒
住
宗
忠
神
の
『
日
々
家
内
心
得
之
事
』
、
等
は
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

　
　
資
料
開
示
の
要
領

　
こ
こ
に
資
料
と
し
て
開
示
す
る
も
の
は
、
何
れ
も
一
紙
書
き
に
さ
れ
た
も
の
で
、
補
助
資
料
の
他
は
屏
風
の
貼
合
せ
で
あ
っ
た
り
、
額

と
さ
れ
て
い
た
品
で
あ
る
。
経
年
の
痛
み
に
依
り
何
時
の
頃
か
メ
ク
リ
に
さ
れ
た
。
故
に
屏
風
の
全
体
姿
を
示
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
写
真
を
図
版
と
し
て
掲
げ
た
。
全
て
が
同
一
の
一
つ
の
家
に
存
在
し
た
品
で
あ
る
こ
と
を
確
言
し
て
置
く
。

　
開
示
す
る
資
料
は
、
内
容
的
に
形
式
的
に
一
般
に
目
に
す
る
も
の
と
は
異
な
り
が
あ
る
。
そ
こ
で
一
般
的
な
流
布
本
と
略
対
校
を
為
し

た
部
分
も
存
す
る
。
ま
た
、
『
三
社
託
宣
』
や
『
天
満
天
神
』
・
『
西
宮
戎
子
神
』
等
は
伝
来
す
る
が
全
て
軸
装
で
あ
る
故
、
こ
こ
で
は
除
外

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
紙
書
き
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
有
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
図
版
に
添
え
た
大
き
さ
の
数
値
は
、
全
て
本
紙
の
数
値
で
あ
る
。
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資
料
紹
介

　
　
Ａ
│
ａ
『
東
照
神
君
御
遺
教
』

　
　
Ａ
│
ｂ
『
家
康
公
御
遺
訓
』

〈図版Ａ─ａ〉『東照神君御遺教』　タテ 330 ×ヨコ 650粍

〈
図
版
Ａ
│
ｂ
〉

掛
軸
『
徳
川
家
康
公
像
並
御
遺
訓
』

　
本
紙
𠀋
　
タ
テ
１
０
８
０
×
ヨ
コ
４
３
０
粍

　
本
版
墨
刷
、
木
軸
端
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Ａ
│
ａ
の
『
東
照
神
君
御
遺
教
』
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
筆
の
品
。
元
来
、
横
額
に
さ
れ
、
主
の
寝
間
の
長
押
上
に
あ
っ
た

が
破
損
が
生
じ
メ
ク
リ
と
さ
れ
た
。
印
影
は
三
顆
と
も
朱
。

　
Ａ
│
ｂ
は
、
徳
川
家
康
像
と
　
御
遺
訓
と
を
併
せ
て
一
幅
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
Ａ
│
ａ
と
Ａ
│
ｂ
の
御
遺
訓
に
は
若
干
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
上
段
に
Ａ
│
ａ
を
、
下
段
に
Ａ
│
ｂ
を
配
し
て
お
く
。
適

宜
行
替
を
し
た
。

　
両
者
の
差
は
、
特
に
３
・
４
・
５
の
条
に
著
し
い
。
こ
の
差
が
何
に
依
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
知
り
得
な
い
が
、
両
様
を
以
て
一
つ
家
に

伝
え
ら
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

A
│
a

A
│
ｂ

１

人
の
一
生
は
重
き
荷
を
負
ふ
て
遠
き
道
を
行
か
如
く
い
そ
く
へ

か
ら
す

人
の
一
生
は
重
荷
を
負
て
遠
き
道
を
ゆ
く
か
如
し
　
い
そ
く
へ

か
ら
す

２

不
自
由
を
常
と
思
へ
は
不
足
な
し

不
自
由
を
常
と
お
も
へ
は
ふ
足
な
し

３

心
に
望
お
こ
ら
ハ
我
よ
り
困
窮
の
者
を
お
も
ふ
へ
し

こ
ゝ
ろ
に
望
お
こ
ら
は
困
窮
し
た
る
時
を
思
ひ
出
す
へ
し

４

堪
忍
は
無
事
長
久
の
基
　
物
す
き
ハ
か
た
き
と
お
も
へ

堪
忍
ハ
無
事
長
久
の
基
　
い
か
り
ハ
敵
と
お
も
へ

５

勝
事
は
か
り
を
知
り
て
ま
く
る
事
を
し
ら
さ
れ
ハ
其
身
を
害
す

る
に
い
た
る

勝
事
は
か
り
知
て
ま
く
る
事
を
し
ら
さ
れ
ハ
害
其
身
ニ
い
た
る

６

た
ゝ
お
の
れ
を
責
て
人
を
せ
む
る
な
し

お
の
れ
を
責
て
人
を
せ
む
る
な

７

何
事
も
及
さ
る
わ
過
た
る
よ
り
ま
さ
れ
り

及
は
さ
る
ハ
過
た
る
よ
り
ま
さ
れ
り
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抑
々
こ
の
『
人
の
一
生
は
』
は
家
康
の
作
で
は
な
く
、
水
戸
黄
門
公
の
『
人
の
い
ま
し
め
』
を
基
本
と
し
た
偽
筆
で
あ
る
と
し
た
の
は
、

徳
川
義
宣
氏
「
一
連
の
徳
川
家
康
の
偽
筆
と
日
課
念
佛
」
（
『
金
鯱
叢
書
』
第
八
輯
、
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
、
昭
和
五
十
六
年
）
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
偽
筆
に
関
し
て
は
竹
内
誠
氏
が
『
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
（
家
康
・
秀
忠
・
家
光
）
』
（
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
徳

川
林
政
史
研
究
所
監
修
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
に
総
括
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
人
の
一
生
は
』
が
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

発
行
の
『
修
養
全
集
』
第
三
巻
「
金
言

名
句
人
生
画
訓
」
（
編
纂
兼
発
行
者
野
間
清
治
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
に
載
る
等
、
教
訓
名
言
と
し
て

流
布
し
た
の
で
あ
り
、
愛
知
県
某
家
の
も
の
は
こ
の
流
布
の
一
事
例
に
他
な
ら
な
い
。

　
Ｂ
『
文
昌
帝
君
陰
騭
文
』

　
抑
々
『
文
昌
帝
君
陰
騭
文
』
自
体
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
程
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
和
解
本
『
陰
騭
文
』
が
幾
種

類
も
出
版
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
拙
著
『
和
解
本
善
書
の
資
料
と
研
究
』
（
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
46
、
平
成

十
九
年
）
に
紹
介
し
た
。
こ
の
度
こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
は
、
上
著
に
は
触
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

〈図版Ｂ〉『文昌帝君陰騭文』

　　タテ 965 ×ヨコ 330粍　一紙
　　メクリ
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Ｂ
の
『
文
昌
帝
君
陰
騭
文
』
五
四
六
字
を
陰
刻
と
し
た
当
該
一
紙
は
、
元
来
、
愛
知
県
某
家
に
於
い
て
は
、
屏
風
の
貼
合
せ
と
さ
れ
て

い
た
一
点
で
あ
る
。
一
紙
に
刷
ら
れ
た
『
陰
騭
文
』
は
さ
程
流
布
し
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
伝
本
間
で
異
な
り
も
有
る
故
、
こ
こ
に
紹
介
し

併
せ
て
上
の
拙
著
に
影
印
紹
介
し
た
安
永
二
年
序
河
合
良
見
稿
『
陰
騭
文
国
字
解
』
に
依
る
校
を
脚
注
の
形
で
示
し
て
置
く
。
便
宜
の
都

合
上
、
各
句
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

⑴文
昌
帝
君
陰
騭
文 

⑵帝
君
曰
、
吾
一
十
七
世
為
士
大
夫
身 

⑶未
嘗
虐
民
酷
史
　

⑷救
人
之
難 

⑸濟
人
之
急
　

⑹憫
人
之
孤 

⑸
句
、
ナ
シ

⑺容
人
之
過
　

⑻廣
行
陰
騭 

⑺
句
、
「
客4

人
」

⑼上
格
蒼
穹 

⑽人
能
如
我
存
心
天
必
錫
汝
以
福 

⑽
句
、
「
天
必
賜4

」

⑾於
是
訓
于
人
日 
⑾
句
、
「
訓
於4

」

⑿昔
于
公
治
獄
大
興
駟
馬
之
門 

⒀竇
氏
濟
人
高
折
五
枝
之
桂 

⒁救
蟻
中
状
元
之
選 

⒂埋
蛇
享
宰
相
之
榮 

⒃欲
廣
福
田
須
憑
心
地 

⒄行
時
々
之
方
便
　

⒅作
種
々
之
陰
功 
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⒆利
物
利
人
　

⒇修
善
修
福 

�正
直
代
天
行
化
　

�慈
祥
為
口
救
民 

�忠
主
孝
親
　

�敬
兄
信
友 

�或
奉
真
朝
斗
　

�或
拜
佛
念
經 

�報
答
四
恩
　

�廣
行
三
教 

�濟
急
如
濟
涸
轍
之
魚 

�救
危
如
救
密
羅
之
雀 

�
句
、
「
如
濟4

」

�矜
孤
恤
寡
　

�敬
老
憐
貧 

�措
衣
食
周
道
路
之
飢
寒 

�
句
、
「
捐4

衣
」

�施
棺
槨
免
屍
骸
之
暴
露 

　
　
　「
饑4

寒
」

�家
冨
提
携
親
戚
　

�歳
飢
賑
濟
鄰
朋 
�
句
、
「
歳
饑4

」

�十
秤
須
要
公
平
不
可
輕
出
重
入 
�
句
、
「
斗4

秤
」

�奴
僕
待
之
寛
恕
豈
冝
備
責
苟
求 

�印
造
經
文
　

�創
修
寺
院 

�
句
、
「

修
」

�捨
薬
材
以
極
疾
苦 

�
句
、
「
財4

・
極
」

�施
茶
水
以
觧
渇
煩 

�
句
、
「
茶
湯4

」

�或
買
物
而
放
生
　

�或
持
齋
而
戒
殺 

�舉
歩
常
看
蟲
蟻
　

�禁
火
莫
燒
山
林 
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�

夜
燈
以
照
人
行 

�造
河
船
以
濟
人
渡 

�勿
登
山
而
網
禽
獸 

�勿
臨
水
而
毒
魚
蝦 

�勿
宰
耕
牛
　

�勿
棄
字
紙 

�勿
謀
人
之
財
産
　

�勿
妬
人
之
技
能 

�勿
淫
人
之
妻
女
　

�勿
唆
人
之
爭
訟 

�勿
壊
人
之
名
利
　

�勿
破
人
之
婚
姻 

�勿
因
私
讎
使
人
之
兄
弟
不
和 

�勿
因
小
利
使
人
之
父
子
不
睦 

�勿

勢
而
辱
善
良 

�勿
恃
冨
豪
而
欺
貧
窮 
�
句
、
「
貧
困4

」

�善
人
則
親
近
之
助
徳
行
於
身
心 

�悪
人
則
遠
避
之
杜
灾
殃
於
眉

 

�
句
、
「
眉
睫4

」

�常
須
隠
悪
揚
善
　

�不
可
口
是
心
非 

�剪
礙
道
之
荊

　
�除

當
途
之
瓦
石 

�
句
、
「
當
塗4

」

�修
數
百
年
﨑
嶇
之
路 

�造
千
萬
人
往
来
之
橋 

�
句
、
「
来
往

4

4

」
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�垂
訓
以
格
人
非
　

�損
資
以
成
人
美 

�
句
、
「
資
財4

」

�作
事
須
循
天
理
　

�出
言
要
順
人
情 

�
句
、
「
人
心4

」

�見
先
哲
於

墻
　

�慎
獨
知
於
衾
影 

�
句
、
「

牆4

」

�諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行 

�水
無
悪
曜
加
臨
　

�常
有
吉
神
擁
護 

�近
報
則
在
自
己
　

�遠
報
則
在
兒
孫 

�百
福
駢

　
　

�千
祥
雲
集 

�
句
、
「
駢

4

」

�豈
不
従
陰
騭
中
得
来
者
哉 

　
五
五
〇
字
弱
の
『
文
昌
帝
君
陰
騭
文
』
そ
の
も
の
は
さ
し
て
珍
し
い
訳
で
は
な
い
。
『
通
俗
陰
騭
文
』
も
幾
種
類
も
出
回
っ
て
い
た
し
、

冊
子
を
手
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
敢
え
て
こ
れ
を
入
手
し
枕
屏
風
に
置
き
、
然
も
一
枚
刷
を
貼
っ
て
日
々
に

心
の
糧
と
し
た
事
実
は
記
憶
さ
れ
て
よ
い
。

　
因
み
に
言
え
ば
、
時
の
某
家
主
は
か
ね
て
漢
文
学
者
牧
山
佐
藤
楚
材
（
一
八
〇
一
～
一
八
九
一
）
に
私
淑
し
て
お
り
、
漢
文
に
対
す
る

抵
抗
は
全
く
な
か
っ
た
と
思
量
さ
れ
る
。

　
　
Ｃ
横
額
『
福
生
積
善
』

　
通
常
、「
積
善
」語
か
ら
想
起
さ
れ
る
も
の
は
、『
易
経
』
の
中
の
「
積
善
之
家
必
有
餘
慶
」語
で
あ
る
。
こ
の
語
は
、元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）

版
『
陰
騭
録
』「
積
善
」
節
に
見
え
、安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
版
『
和
字
功
過
自
知
録
』
の
「
功
過
自
知
録
大
意
」
部
分
に
も
見
え
る
。
『
陰
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騭
録
』
に
見
え
る
こ
と
は
芙
蓉
山
人
『
積
善
録
』
（
万
延
元
年
刊
）
に
も
ほ
ぼ
同
文
で
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

一
条
の
幅
と
し
た
も
の
が
、
次
の
図
版
Ｃ
│
ａ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
愛
知
県
某
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
は
、
図
版
Ｃ
│
ｂ
の
『
福
生
積
善
』
な
る
横
額
。

本
品
は
帳
場
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
『
陰
騭
文
』
も
『
和
字
功
過
自
知
録
』
も
つ
ま
る
と
こ
ろ

は
「
積
善
」
の
奨
め
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
積
善
之
家
必
有
餘
慶
」
の
「
餘
慶
」
語
は
な

か
な
か
に
難
し
い
。
そ
こ
で
意
を
と
り
「
福
」
語
に
置
き
替
え
て
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

福
を
求
め
る
の
は
人
間
の
本
性
で
あ
る
。
故
に
、
当
該
横
額
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
積
善
の
生

活
を
心
す
る
某
家
主
に
と
っ
て
の
目
標
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
『
易
経
』
の
「
積
善
之
家
必
有
餘
慶
」
語
と
類
似
す
る
も
の
は
他
に
も
存
在
す
る
。
か

つ
て
仏
僧
が
法
話
に
用
い
て
知
ら
れ
た
『
大
乗
十
来
』
中
に
も

　
　
富
貴
自
慈
悲
来
　
　
福
徳
自
善
根
来

〈
図
版
Ｃ
│
ａ
〉
亀
田
窮
楽
筆
　
　
　
紙
本
　
タ
テ
１
３
１
×
ヨ
コ
２
８
粍

　（
『
和
の
美
』
四
八
〇
号
、
平
成
二
十
六
年
二
月
、
思
文
閣
、
所
載
）

〈図版Ｃ─ｂ〉横額「福生積善」

　　タテ 305 ×ヨコ 740粍
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と
あ
る
。
こ
こ
に
も
同
様
の
考
え
が
示
さ
れ
て
お
り
、
特
異
な
世
界
で
は
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
　
Ｄ
岩
雲
花
香
詠
「
む
ら
き
も
の
」
歌

　
岩い

わ

雲く
も

花は
な

香か

は
阿
波
の
国
学
者
。
『
気
吹
屋
門
人
録
』
に
依
れ
ば
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
平
田
篤
胤
に
入
門
。
篤
胤
の
神
代
文
字
存
在

説
に
深
く
傾
倒
し
、
杉
尾
神
社
（
現
、
阿
波
町
に
鎮
座
）
社
頭
に
神
代
文
字
の
歌
碑
を
建
つ
。
歌
集
に
『
花
鏡
』
が
存
在
す
る
と
伝
う
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
四
月
没
。
大
和
郡
山
藩
主
柳
沢
信
鴻
（
信
卿
）
と
『
詞
づ
か
ひ
合
鏡
』
（
文
政
五
年
刊
）
を
共
著
す
。

　
図
版
Ｄ
の
懐
紙
は
、
屏
風
に
貼
合
せ
ら
れ
て
い
た
一
点
。
「
心
を
　
　
む
ら
き
も

の
心
善
く
し
て
人
皆
に
　
褒
め
ら
れ
よ
人
心
善
く
し
て
」
歌
が
書
か
れ
る
。
こ
の
歌

の
「
心
善
く
し
て
」
こ
そ
積
善
に
通
じ
る
も
の
で
、
為
に
こ
れ
も
人
と
し
て
延
い
て

は
商
人
と
し
て
生
き
る
目
標
と
考
え
ら
れ
る
。

　
阿
波
国
に
は
廻
船
業
の
取
り
引
き
先
が
存
し
、
染
筆
依
頼
を
為
す
こ
と
は
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
　
お
わ
り
に

　
愛
知
県
の
某
家
に
は
、
『
三
社
託
宣
』
幅
や
『
太
上
感
応
経
』
あ
る
い
は
『
通
俗

陰
騭
文
』
等
が
残
る
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
こ
に
紹
介
の
一
紙
書
き
の
如
き
が
存
在
し

た
。
当
時
の
家
屋
の
有
り
様
か
ら
し
て
、
一
紙
書
き
の
品
の
方
が
目
近
く
置
く
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
が
故
の
事
で
あ
る
。

〈図版Ｄ〉岩雲花香詠懐紙
　　タテ 320 ×ヨコ 510粍　メクリ

「心を／むらきもの／こころよくして／ひとみなに／

ほめられよひと／こころよくして／岩雲花香」
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し
か
し
、
こ
こ
に
紹
介
の
も
の
と
程
近
い
内
容
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
所
謂
心
学
書
の
類
は
、某
家
に
は
多
く
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、

実
践
的
に
善
行
を
積
む
方
向
で
生
き
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
量
さ
れ
る
。
そ
れ
が
一
地
方
に
於
け
る
旦
那
の
心
掛
け
で
あ
り
目
標
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
当
該
某
家
主
は
旦
那
寺
へ
尽
く
し
、年
一
度
の
伊
勢
参
宮
を
慣
わ
し
と
し
、駿
州
秋
葉
大
権
現
や
琴
平
宮
を
厚
く
信
仰
し
て
い
た
。
故
に
、

こ
こ
に
紹
介
の
資
料
は
、「
な
お
一
層
」
の
心
掛
け
で
あ
り
、神
仏
へ
の
信
心
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
有
し
て
い
た
心
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
人
間
修
養
の
目
標
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　〔
付
記
〕

　
本
稿
を
成
す
に
つ
い
て
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
分
館
の
方
々
に
は
と
り
わ
け
甚
大
な
お
手
数
を
か
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

（
本
学
名
誉
教
授
）


